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（Point of care testing : POCT）に着目した。POCT としての血小板凝集
試験はmultiplateⓇで行う全血使用のインピーダンス法で、抗血小板療法
のモニタリングを行いました。 




が 14 例でした。multiplateⓇで ASPI、ADP、TRAP test を行い検討し
ました。 
止血延長群は 6 例ありました。止血困難症例について、ASPI 値 11.5
 で cut off値を設定しました。特異度は 86.4％と高かったが、鋭敏度は 50％
でありました。 
APT患者の血小板機能が全血凝固テストに敏感であると確認しました。
ASPIテストは止血困難の予測因子となり得ると考えます。 
